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認定心理士コーナー

資格認定委員会より

1．認定心理士について
　平成30年度第5回（通算第173
回）認定心理士資格認定委員会が
平成30年12月15日に開催され，
11月13日までに受け付けた698
件について審査し，667件を合格，
18件を保留，13件を不合格としま
した。また，第4回までの保留等
について追加資料の整った15件
を再審査し，14件を合格，1件を不
合格としました。この結果を受け
12月31日時点での平成30年度の
累計で，初回審査件数は3,252件，
総審査数は3,312件，合格件数は
3,215件，資格取得者は2,581名と
なりました。その結果，資格取得
者は累計58,858名となりました。
今後の認定委員会の開催予定日は
平成31年2月16日（土），平成31
年4月20日（土）です。
2．認定心理士（心理調査）につ
いて
　同委員会で，第4回までの保留
等について追加資料の整った1件

について再審査し合格としました。
この結果を受け，12月31日の時点
での平成30年度の累計で，初回審
査件数は56件，総審査数は64件，
合格件数は54件，資格取得者は50
名となりました。その結果，資格
取得者は累計101名となりました。
　また，同委員会では，12月5日
までに大学から申請のあったカリ
キュラム認定10件について審査
しました。
3．認定心理士の会について
　認定心理士の会は，平成30年
12月31日時点で会員数は3,941名
になりました。本会は，平成30年
度には，前の号でご報告した10月
30日までに合計11件のイベント
を開催してきましたが，それ以降
平成31年1月31日までに，「オン
ラインによるコミュニティの形
成」（第5回 Net de 交流！ 認定
心理士，11月2日）, 「『感動空間』
を創る発想力の秘密」「未来への
デザイン−芸術・医療・福祉−」

（東北支部会公開講演・シンポジ
ウム，11月14日，東北福祉大学け
やきホール），「意識と行動のサイ

エンス〜心理学は人間をどこまで
理解できるか？〜」（関東支部会
公開シンポジウム，11月18日，上
田駅前ビル・パレオ会議室），「ポ
ジティブなこころの科学−ポジ
ティブ心理学の展開−」「顔認知
の諸相」（東北支部会公開講演・
シンポジウム，11月23日，岩手大
学学生センター大教室），「人と人
との関わりの心理学」（北陸支部
会講演会in石川，12月8日，ITビ
ジネスプラザ武蔵研修室），「学習
理論を実生活で考える」（第6回 
Net de 交流！ 認定心理士，1月
25日）が開催されました。今後
の予定等については，日本心理学
会のホームページの「大会・行事
案内」のなかの「認定心理士の会
　イベント」をご覧ください。
4．「シチズン・サイコロジスト
奨励賞」について
　今回が初めてとなる同賞には，1
月9日の締め切りまでに17件のご
応募，ご推薦がありました。現在，
審査を進めているところです。
（資格担当常務理事・日本大学教
授　岡隆）

保育の世界では，保育者の資質の向上や保育
内容の充実が強く求められるようになってき
ています。こうした社会情勢の変化や保育所
保育指針の改定を受けて，この4月から新しい
保育士養成課程が実施されます。より専門性
の高い保育者の養成に向けて心理学に期待さ
れる役割がますます大きくなる中，改めて保
育と心理学の関係を考えたいと思ったのが特
集を企画したきっかけです。原稿をお寄せく
ださった先生方に感謝いたします。（旦 直子）
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